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早植稲並びに普通械稲のニカメイチユウ

被害解析に関する知見

鈴木忠夫

(艇林省北陸慶業試験場W虫研究室）

近時，水稲の栽培動向が温床紙利用による折衷苗代，
ビニール苗代又は電熱式苗代等の普及に伴って，植付時

期を早め増収を期待する傾向となった。稲作を幟行より
もかなり早く行う場合には普通栽培のそれとは可成り異
った諸害虫の発生を来し，これに応じた研究並びに対錐
が必要となると思う。

現に，西日本を初めとして早期栽培の普及を見つつあ

る地方では，早植稲自身の被害に加え，これが周辺の杵

通栽培稲に及ぼす影響について複雑な問題を提示しつつ
ある現状である。ここにおいてはニカメイチュウを主体

として，本年得られた黄料を韮にして両稲の被害を解析
してみた。

試験方法早植はビニール折衷苗代，普通植は温床紙

を用い，早植は4月10日，普通植は4月21日夫食芽出し

播を行い，植付は早植5月15日，普通植は5月27口とし

た。供試品種は北陸60号，北陸52号，艇林29号の3品種

を供試したol区面穣は1/3アール(10坪),2連制と

し計12区を設置した。植付密度は1平方m当り18．2本

（坪60株)，1株2本植とした。

ニカメイチュウの発生と早植，普通植との関係節1

図のように本年のメイチュウの発生は50％誘殺日が5月

下旬に現れ,平年の6月上旬に比して数日早く，叉多発で

あった。概略的に見て早植栽培稲は苗の活落後に発蛾の

鍛盛をみ，又杵通{lii稲は活茄前に鍛盛をみて多少回避し

た傾向$二ある。巌卵状況を閥在していないが,早植稲に

;ま多数の罐卵が望見された。
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第1図早械，辨通柚栽培とメイチニウ勝殺曲糠

試験結果

1）1化期変色茎発現時被害解析本年1化期の発蛾は

前述の如く早期且つ多発であったため，早植群では6月

上旬すでに殆んど全株に被害茎が目立ち，普通植群に比

して多被害傾向であった。被害茎の目立つ6月下旬，即

ち25日に北陸60号を指標として50株を任意抽出して蘭査
した結果は第1表の如くである。

第1表早植及び普通植稲のメイチュウ1化期葉鞘変色茎出現時調査
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まずフ平均茎数においては普通樋は早植の半数以下の

時期に当っており，これに対して，株当り被害茎数は早

植において1．4本多い。ただ，被害茎率とすれば，早植

区は多数茎を立てている関係で多少低率化しているが，

株当り幼虫数では早植区は普通植区に比べて単位面稜当

り3倍の幼虫数を示しているoこれを在虫茎率としてみ

ても早植の方が普通植よりもやや多い数値を示してい

る。更に注目すべき点は早植の方が幼虫の令榊成が進ん

でいることである。いずれにしても早植区の被害の初剛

生育の甚しい阻害要因をなすであろうことが想定され

るo

2）1化期末心枯茎抽出時被害解析1化期の被害末期
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と思われる7月中旬，即ち，7月181~1;こ各区より30株を

ランダムに抽出して，それらの,t.,姑茎発'1ﾐ状況を洞交し

た結果は第2表の如くである。

即ち，1化期末の心枯茎の発生は早植区に極めて多く
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第2表早柵及び符通稲のメイチュウ1化期末心枯茎数脚在（30株当り）
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発現し，各品種共通に早植区は普迦砿区に比し4～10倍

位の心枯茎数を示している。従って被'盛に加うるに残存

虫もこれに比例して多いことが想像される。これらの残

存虫の多寡が,所詔,早植稲の賎l辺の被蚕に結びつくもの

と判断し得る。従って早他の防除;ま徹底的に行わなけれ

ばならないと思われる。これらの調衣はl化期末におけ

るもので，これをもって結論的な被奮傾向を示すものと

考えてよいであろう。

3）2化期における被害解析前掲の試験;こおいてニカ

メイチニウ’化期の早植稲に対する被奮が集中的な多被

害傾向を櫛成することは究明出来たが，更に2化期にお

ける被害を解析することも重要である。

おそらく早植稲においては1化期において重大な被害

場面があり，2化期においてはその寵要度が普通植より

緩和されるのではないかという想定もあり得るので，前

掲試験と同一圃場において継続的に2化期の被害を調査

した。まず，収種期に到ってから各区よりランダムに

100株を抽出して，これを刈取り，総茎数，被害茎数を

調査の後，各茎を夫,々裂開して在虫数を数え，それから

更に幼虫の生体重を測定した。これらによる結果は第3

表の如くである。

すなわち，被害茎数の絶対値は品種によって相違し，

｝

第3表早植，普通抽稲におけるメイチュウ2化期被害状況及び幼虫の発育（100株調査）
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北陸60号では普通植の方が多く，農林29号では逆に早植

の方が多い。在虫数においても同傾向である。このこと

はメイチュウ2化期の被害が早生品種早植には低い傾向

を示し，晩生系品種早植にはやや増加傾向にある。しか

し，このような推論を下すことは早計のようでもある。

むしろ2化期における被害は，品種によって発現傾向

が相違し，早植と普通植との被害差は1化期のそれが甚

だ明らかに早植に多いことに比べると，かなり不明|旅な

ものであるというのが実態かも知れない。ただ喰入虫の

生体重を比較すると，何れも早植稲を寄主とする幼虫は

菅遡植を寄主とするものに比べて軽いことが示された。

これは早植稲にやや肥料ぎれの傾向が認められたこと，

幼虫腱必要な発育日数，栄養の推移等に対し早植稲の生

育促進的経過が合致しないこと等から起る現像であろう

とも考えられる。ともかく注目すべき点と思われる。深

谷氏らの研究によると越冬前生体重と越冬中の死亡率と

の間には高い負の相関があると言われ，当然平均50mg

以下を示す早生品種早植は越冬率に影響するものと思わ

れる。しかし，栽培環境の如何によってはメイチュウ自

体が複雑な生態変動を起すかも知れないので，更に深く

究明しなければならぬ問題が多いと思われる。

考察1）1化期の多被害傾向は第1図の田植時期

とメイチュウの発生との間に深い関係があり，早植稲は

苗の活着後，すなわち，田植後1週間より2週間の頃に

50％誘殺日が現れ，メイチュウの産卵が集中された。東

北，東海近畿，四国，中国各農業試験場の成績によれ
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ば，夫鳧1化期の蛾の産卵は挿挟後の或る一定の期間内

に集中選択産卵される傾向で期間前，期間後の産卵は極
めて少くなると言われている。この一定の期間とは大体
田植後7日～17日間位のようである。このような傾向を
証明するもののように，早随稲は3令虫が多く’令虫が
少く，叉普通植稲は殆んど1令虫であった。高田地方の
発蛾最盛は平年6月上旬であるので，田随時期と産卵と
の関係を考えると大体5月上，中旬頃の植付時期は~~応
産卵の集中をうける傾向があるように思われる。
更に今後の問題として，早植稲を寄主としたメイチニ

ウが，いかなる年次経過を辿り，また，普通樅を寄主と
．したもののそれと混和して，いかなる綜合発生型を示す
かについて解析しなければならないが，これについては
野外における現象例の追跡のみでは不充分の点を残し，
かなり実験的究明場面を併行させねばならないと考えら
れる。

2）2化期において問題とするところは熟期及び品繩の
相違と産卵，被害との結びつきである。収種期の刈坂捌
査より類推すれば，2化期の被害は品諏によって発現傾
向を異にし，一部早植早生稲に少被害の傾向があり’早
植晩生に多被害という傾向もあるが，早植と普通植の差
は不明瞭であるかも知れない。ただ，収種時の生体皿に
おいて早植稲を寄主とする幼虫は普通植稲を寄主とする
幼虫に比して軽くなっているが，ともかく注目される。
深谷氏らの研究によれば越冬前の体重と越冬中の死亡率
との間には高い負の相関があるといわれ，早植早生稲は
越冬率を少くすることも考えられるが，作季の変動に伴
うメイチュウ自体の生態変動も考えられるので，早他早
生稲に多く期待することば更に詳細に解析してからの事
と思われる。

ウ1化1111.二おiナ'>被'818･が拝しく多被害傾向であることぶ

変色裳‘掛売Xば1化I"l末心枯茎凋在で認められた。これ

ら:二kろIWI〃j稲.･ﾉ初i"l'k行の阻密並びに普通植稲に及ぽ

~)~彩獅が間'､･で名:)、徹底した築剤防除の必要性が認め

ら』しる

2)111IIfi稲と灘･魎榊稲二おけるニカメイチュウ2化期､z》

被'bifにつ．｡､て;tIIM'R'Zk->て発現傾向を異にし,1化鰯

'ニオ』．､~ごii'llllfi;二多被'II｣傾向であるのに比し，かなり不

"雌~ごあった。-IW;Iillli!Iil'{稲に少被害並びに幼虫生体

砿の朧，.，区が‘息めらｵした。叉W《i晩生にも多被害の傾向

が兄らｵした。刈取時の幼虫生体砿の測定結果では早髄穏

群:主杵通llii稲群に比し公休的に帳碓であった。特に2化
Iりlのｷﾙ照は呼唆研究-)-べき問題が多いと思われる。
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作物の離乳期に対する推想

乳ぱなれをするのは人間だけのことではない。作物のら生長はするであろうし，また，唖子すなわち品種とし
離乳期という言葉を言いだしたのは黒崎正美氏である。ての本賛は失っていない栄謎体系下にあるから，その謬
ムギについての研究から，作物の胚乳栄菱依存期とそれ響は発現されるであろうということが考えられる。そこ
から離脱した後での栄韮期とでは生態的に非常にちがっで，もし，耐虫性とか罹害性とかいうものが品翻のもっ
た場面があり,この境界期を離乳期と呼んで各種の技術本夜であるとすれば，当然害虫の生育差となって現れな
的着眼を立てられたわけである。鉱舞水田などで大被害ければならないであろう。作物の離乳期前幼苗による害
を受けるステイジは離乳期前に多い。よって，無鉱無地虫の純粋培養という考え方は，こんなピンl､から生れて
で苗を仕立て,離乳期後に鉱毒田に植えるとほとんど見きた。現在，ニカメイチユウについて研究中であるが、
るべき被害に至らないことなども，こういう考え方から品種は自れにつく生物を自れと同じ傾向の生育変動に導
打ち出されてきた。また離乳期前のステイジでは，種子くらしいこと，また，品種間には本質的に害虫の発育4
が本質的にもっている性質を失わないで，環境的に大き態を変動させる何ものかをもっているらしいこと等が，
な影響を受けることなく，しかも，体内の動静は，種子おぼろげながらわかってきた。これからの発展と正い、
時代の静的状態から脱して動きの伴った状態に変ってぃ意義づけに向っていささか努力しているわけも，こんな
ることは当然考えられる。こうなると，この時代に害虫ところにある。 （田村記）

のような生物を添加させると，動的な栄饗を摂取するか
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